










く参考＞ 穂揃期生育診断による追肥対応(J:111地方）

穂揃期の草丈(cm) 推定粗子実重(kg/10a)

止葉直下葉葉色値 200~400 400以上

2500以下 要追肥注 1

2500,....,2800 追肥推奨注2

2800,....,3300 追肥不可注3 追肥推奨注2

3300以上 追肥不可

注1： 要追肥：タンパク含有率が低いため、開花期以降一週間間隔で2％尿素葉面散布を3回行う。
注2：追肥推奨：タンパク含有率におおむね問題はない力又収量向上を目的とした追肥を 推奨する。
注3：追肥不可：タンパク含有率が高い、 また は倒伏助長の危険性があるため、追肥は行わない。
※子実重は過年度 の実績等から推定し、200kg/10a以下 の場合、本要否基準は適応できない。
【出展】「上川地域における春まき小麦「春よ恋」に対する尿素葉面散布効果と追肥要否判定」

（平成19年普及推進事項）

植調剤使用時の 「 春よ恋」窒素施肥まとめ

目標収量 窒素肥沃度区分 窒素施 肥（基肥＋幼穂形成期kg/10a)
地域 (Kg/10a) （熱抽窒素mg/100g) 台地土 I 火山性土

開花期葉面散布
低地土 泥炭土

地力低(~5) 8+4 9+4 6+4 左記に加え、穂揃期 生

道央
育診断注4) に応じて実

480 地力中(5~10) 8+4 9+4 6+4 施する。

地力高(10~) 8 ， 6 診断時に葉の黄化が激
しい 場合 は実施し ない。

道北 420 8+4 9+4  6+4 

オホーツク 540 7+3 8+3 5+3 

注1)植調剤は原則一回敵布とする。

注2)道央窒素肥沃度区分 低、中、オホ ー ツクはそれぞれ、 幼穂形成期茎数950、800、700本／rrl未満の場合 に幼
穂形成期追肥が可能。道北は幼穂形成期茎数診断が 不 要。

注3)道央低区分および道北の倒伏リスクが低い圃場で は全量基肥施用が可能。オホ ー ツクは倒伏および低夕
ンパクの危険が少ない圃場で 全量基肥施用が可能。

注4)穂数x草丈力又道央 50000以下、オホ ー ツク 46400以下で開花期 葉面散布が可能。道北は草丈を7％補
正（+0.93)することで、既往の生育診断基準値が 適応可能。

適期播種、透排水性改善等、基本技術を励行した上で

実施してください
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